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森と里合同会社 代表社員

昭和 41 年（1966）、岩手県八幡平市生まれ。

岩手大学卒業後、国家公務員として 24 年間働き、2011 年 10 月に参加した

福島市の除染ボランティアをきっかけに 2013 年に林業に転職。

2019 年から森と里合同会社代表として林業や里での支障木伐採に取り組んでいる。

岩手で生まれ育った私は、震災直後から岩手県沿岸でガレキ撤去の

ボランティアをしていました。そんなある日、除染ボランティア募集を知って、

福島市に通い始めたのは 2011 年の 10 月。

その頃、福島市大波地区のコメから「セシウムが検出」と大騒ぎになっていました。

除染は町場から始めましたが、なかなか空間線量が下がらない。原因は山林の

放射性物質で、山を除染しなければ下がらないことが分かりました。

この地域の広葉樹林の美しさ、すばらしい自然をもつ阿
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武隈山系は、炭焼きなどの

人と森が共に生きてきた長い歴史があり、多くの昆虫や生物が豊富に息づいている。

つまりは「命に囲まれている森」です。この里山の素晴らしさを発信し、

次の世代に残していきたいという思いが強くなり、2013 年には福島県に移住して

林業に従事することを決意。2019 年に立ち上げた会社では林業だけでなく、

切り倒せない場所にある木を撤去する「特殊伐採」も扱うことになりました。

今後も本業はもちろん、仕事で身につけたツリークライミングの技術を活かして

「木登り体験のアクティビティ」の提供や山に人を戻し、

自然の力で人を元気にしていきたいと思っています。

自分の力で木に登るツリークライミングは、

自然から大きな癒やしをもらえる
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